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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第55期
第１四半期連結

累計期間
第54期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　６月30日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　６月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 4,379,175 4,277,255 17,459,961

経常利益 （千円） 288,232 107,493 1,053,398

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 192,122 65,940 685,288

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 190,104 61,503 680,362

純資産額 （千円） 7,139,231 7,620,550 7,597,135

総資産額 （千円） 10,237,046 10,894,109 10,591,147

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 55.22 19.04 197.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.7 70.0 71.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による景気対策を背景に、緩やかな回復基調が続き、企

業の景況感に底堅さが見られ、所得・雇用環境の改善が続いております。

一方で、米国の強硬な通商・外交政策をはじめ、海外の不安定な政治動向や地政学的リスクの影響が懸念され、

景気の先行きは依然として不透明な状況となっております。

当社グループが拠点を構える北海道の経済におきましては、住宅建設は減少しているものの、民間の設備投資は

大幅に増加、観光も来道者数が増加しており、雇用情勢は着実に改善しております。

医療業界におきましては、平成30年４月に診療報酬改定が実施されるなど、医療費抑制政策が続いており、業界

を取り巻く経営環境はより一層厳しい状況にあります。

このような状況の下、当社グループは、医療機関の多様化するニーズに応えた営業活動を展開し、新規顧客の獲

得及び調剤薬局の新規出店による営業基盤の拡大に努めると共に、引き続き経費効率を重視した収益基盤の強化に

努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高4,277百万円（前年同期比2.3％減）、営業利益95百万円

（同65.5％減）、経常利益107百万円（同62.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益65百万円（同65.7％

減）と売上、利益共に前年同期を大きく下回りました。

　セグメントの経営成績は次のとおりであります。

臨床検査事業

　臨床検査事業におきましては、前期及び当期に獲得した新規顧客との取引が順調に推移したことから売上高

1,510百万円（同2.9％増）、セグメント利益124百万円（同5.1％増）と増収増益になりました。

調剤薬局事業

調剤薬局事業におきましては、新規に調剤薬局を１店舗開局しましたが、診療報酬の改定により技術料及び薬

価が引き下げられたことから、売上高2,542百万円（同6.0％減）、セグメント利益60百万円（同75.9％減）と前

年同期を下回りました。

医療機器販売・保守事業

医療機器販売・保守事業におきましては、大型備品の販売が前年同期を上回ったことから売上高205百万円

（同8.7％増）、セグメント利益１百万円（前年同期はセグメント損失２百万円）と増収増益になりました。

その他の事業

　臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守におきましては、売上高18百万円（前年同期比8.9％増）、

セグメント利益13百万円（同10.0％増）と増収増益になりました。

②財政状態

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は7,645百万円となり、前連結会計年度末に比べ234百万円増加

（前連結会計年度末比3.2％増）いたしました。これは主に商品が209百万円増加したことによるものであります。

固定資産は3,249百万円となり、前連結会計年度末に比べ68百万円増加（同2.1％増）いたしました。これは主に建

設仮勘定が74百万円、工具、器具及び備品が25百万円それぞれ減少しましたが、建物及び構築物が127百万円、投

資有価証券が34百万円それぞれ増加したことによるものであります。

この結果、総資産は10,894百万円となり、前連結会計年度末に比べ302百万円増加（同2.9％増）いたしました。
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（負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は3,010百万円となり、前連結会計年度末に比べ281百万円増加

（同10.3％増）いたしました。これは主に未払法人税等が188百万円、賞与引当金が53百万円それぞれ減少しまし

たが、支払手形及び買掛金が438百万円、流動負債のその他が74百万円それぞれ増加したことによるものでありま

す。固定負債は263百万円となり、前連結会計年度末に比べ１百万円減少（同0.6％減）となりました。これは主に

リース債務が２百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は3,273百万円となり、前連結会計年度末に比べ279百万円増加（同9.3％増）いたしまし

た。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は7,620百万円となり、前連結会計年度末に比べ23百万円増加（同

0.3％増）いたしました。これは主に剰余金の配当38百万円がありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益

65百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は70.0％となり、前連結会計年度末比1.7ポイント下回りました。

また、１株当たり純資産は2,200円84銭となり、前連結会計年度末比6円76銭増加いたしました。

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、臨床検査事業における札幌医科大学

との共同研究費用であり２百万円であります。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,216,000 4,216,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

札幌証券取引所

単元株式数

100株

計 4,216,000 4,216,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備
金増減額
（千円）

資本準備
金残高
（千円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 4,216,000 － 983,350 － 1,015,270

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　753,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,461,900 34,619 －

単元未満株式 普通株式　　　　700 － －

発行済株式総数 　　　　　 4,216,000 － －

総株主の議決権 － 34,619 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式39株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計　（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

札幌臨床検査センター株

式会社

札幌市中央区北５条

西18丁目９番地１
753,400 － 753,400 17.87

計 － 753,400 － 753,400 17.87

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,056,776 4,066,794

受取手形及び売掛金 2,767,112 2,754,500

商品及び製品 464,636 674,524

仕掛品 7,742 8,109

原材料及び貯蔵品 56,626 56,384

その他 89,189 112,283

貸倒引当金 △31,883 △27,574

流動資産合計 7,410,199 7,645,021

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,075,665 2,217,494

減価償却累計額 △1,296,462 △1,311,056

建物及び構築物（純額） 779,203 906,438

機械装置及び運搬具 36,673 36,673

減価償却累計額 △33,211 △33,544

機械装置及び運搬具（純額） 3,461 3,129

工具、器具及び備品 2,767,694 2,780,038

減価償却累計額 △2,333,265 △2,371,072

工具、器具及び備品（純額） 434,429 408,966

土地 1,052,372 1,052,372

リース資産 65,040 55,980

減価償却累計額 △29,406 △23,088

リース資産（純額） 35,633 32,892

建設仮勘定 74,320 －

有形固定資産合計 2,379,421 2,403,799

無形固定資産   

その他 83,894 77,309

無形固定資産合計 83,894 77,309

投資その他の資産   

投資有価証券 132,901 167,643

長期前払費用 32,413 32,680

差入保証金 252,121 259,290

繰延税金資産 172,057 174,577

その他 145,177 150,827

貸倒引当金 △17,040 △17,040

投資その他の資産合計 717,631 767,979

固定資産合計 3,180,947 3,249,088

資産合計 10,591,147 10,894,109
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 2,066,895 ※１ 2,505,287

リース債務 10,831 10,567

未払法人税等 241,970 53,297

賞与引当金 114,997 61,533

未払金 99,660 110,506

資産除去債務 2,900 2,900

その他 191,886 266,148

流動負債合計 2,729,142 3,010,240

固定負債   

リース債務 29,229 26,564

役員退職慰労引当金 68,165 70,097

退職給付に係る負債 19,548 19,771

長期未払金 140,994 139,953

資産除去債務 2,000 2,000

その他 4,930 4,930

固定負債合計 264,869 263,318

負債合計 2,994,012 3,273,558

純資産の部   

株主資本   

資本金 983,350 983,350

資本剰余金 1,015,270 1,015,270

利益剰余金 6,109,905 6,137,757

自己株式 △537,007 △537,007

株主資本合計 7,571,518 7,599,370

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 25,617 21,179

その他の包括利益累計額合計 25,617 21,179

純資産合計 7,597,135 7,620,550

負債純資産合計 10,591,147 10,894,109
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 4,379,175 4,277,255

売上原価 3,012,017 3,063,410

売上総利益 1,367,157 1,213,845

販売費及び一般管理費 1,089,341 1,118,103

営業利益 277,815 95,741

営業外収益   

受取利息 170 122

受取配当金 1,818 3,211

受取賃貸料 11,401 12,425

その他 7,702 9,251

営業外収益合計 21,092 25,011

営業外費用   

支払利息 216 255

賃貸収入原価 9,780 10,849

その他 677 2,155

営業外費用合計 10,675 13,259

経常利益 288,232 107,493

特別利益   

固定資産売却益 1,050 －

特別利益合計 1,050 －

特別損失   

固定資産除却損 27 0

特別損失合計 27 0

税金等調整前四半期純利益 289,255 107,493

法人税等 97,133 41,552

四半期純利益 192,122 65,940

親会社株主に帰属する四半期純利益 192,122 65,940
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 192,122 65,940

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,017 △4,437

その他の包括利益合計 △2,017 △4,437

四半期包括利益 190,104 61,503

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 190,104 61,503

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

支払手形 20,270千円 22,678千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 78,515千円 73,642千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 34,794 10 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月26日

定時株主総会
普通株式 38,088 11 平成30年３月31日 平成30年６月27日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

札幌臨床検査センター株式会社(E04950)

四半期報告書

13/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日 至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,467,934 2,705,546 189,149 4,362,630 16,545 4,379,175

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 156,069 156,069 364 156,434

計 1,467,934 2,705,546 345,219 4,518,699 16,909 4,535,609

セグメント利益又は損失

（△）
118,862 250,860 △2,995 366,727 11,999 378,726

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 366,727  

「その他」の区分の利益 11,999  

セグメント間取引消去 2,929  

全社費用（注） △103,840  

四半期連結損益計算書の営業利益 277,815  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日 至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,510,731 2,542,927 205,575 4,259,234 18,021 4,277,255

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 155,042 155,042 310 155,353

計 1,510,731 2,542,927 360,618 4,414,277 18,331 4,432,608

セグメント利益 124,943 60,373 1,308 186,625 13,203 199,829

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 186,625  

「その他」の区分の利益 13,203  

セグメント間取引消去 △735  

全社費用（注） △103,351  

四半期連結損益計算書の営業利益 95,741  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 55円22銭 19円04銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 192,122 65,940

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
192,122 65,940

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,479 3,462

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

(重要な自己株式の取得)

当社は、平成30年６月26日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己株式

の取得を下記のとおり実施いたしました。

１　自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため

２　自己株式取得に関する取締役会の決議内容

(1) 取得対象株式の種類：普通株式

(2) 取得する株式の総数：45,000株（上限）

(3) 株式の取得価額の総額：110,205千円（上限）

(4) 取得期間：平成30年６月27日

(5) 取得の方法：東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け

３　自己株式の取得結果

(1) 取得株式の種類：普通株式

(2) 取得した株式の総数：39,200株

(3) 取得価額：96,000千円

(4) 取得日：平成30年７月２日（約定日　平成30年６月27日）

(5) 取得の方法：東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月10日

札幌臨床検査センター株式会社

取締役会　御中

 

清明監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 北倉　隆一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀　聡　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている札幌臨床検査

センター株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年

４月１日から平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、札幌臨床検査センター株式会社及び連結子会社の平成30年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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